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七大戦総合優勝後の全体写真
全員がとてもいい顔をしている。
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文章：抜井理紗、谷田夏樹、小澤諒真、山﨑慧太
編集：曽良美彩紀、大岡夏実
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近畿北陸学生ヨット選手権個人戦予選 470級

いつもお世話になっております。三回生470スキッパーの抜井理紗で
す。7/1,2に富山・新湊にて行われた個人戦予選について報告いたし
ます。各クラス上位6艇に与えられる全日本個人戦の出場権を得るた
め、私たちは前々からこの大会に照準を置いて調整してきました。
迎えた初日はしかし、雨、無風、さらに霧というあいにくの天候で
ノーレース。勝負のかかる2日目は、安定した西風でテンポ良く4
レースを消化しました。次第に吹き上がる風、しかもフレの大きい
難しい海面で、強風の帆走力とフレに合わせた的確なコース取りが
求められました。最終的に京大からは470、スナイプ1艇ずつの予選
通過となりました。通過した選手もそうでない選手も、この夏で一
層レベルアップできるよう精一杯頑張ってまいります。

近畿北陸学生ヨット選手権個人戦 snipe級

お世話になっております。三回生スナイプクルーの谷田夏樹です。
7/1,2に開催されました個人戦予選の報告をさせていただきます。
1日目は1レースも行われませんでした。朝から雨が降り不安定な天
気で風に恵まれず2時間ほど風待ちをしたのち、12:00ごろにスター
トしました。しかし、2上途中に濃霧で急激に視界が悪くなりノー
レースとなりました。
2日目は西寄りの風で安定するとフルパワー~オーバーで4レースが行
われました。次第に吹き上がってくると沈する艇も見られ1日目と大
きく異なるコンディションでレースが行われました。
結果としては470、スナイプ一艇ずつの通過となりました。個人戦出
場を目標としてきて悔しい思いをした部員も多いですが、部員一同
気持ちを切り替え練習に励んでいきます。

江の島スナイプ

お世話になっております。四回生スナイプスキッパーの山﨑慧
太です。5/27,5/28に行われました第三回江の島スナイプについ
てご報告させていだきます。
本レガッタは83艇参加の超ビックフリートでの開催でした。
5kts程度の軽風から15kts超の大きなうねりを伴う江の島らしい
海面まで様々なコンディションの中で6R消化されました。
関東の高レベルなフリートに参加し、ボートスピードやタクテ
ィクスなど多くの面で実力不足を痛感させられた一方で、鈴木
・谷田艇はシングルを含む安定した順位で学生3位と好成績を残
すなど、京大艇が存在感を見せる場面も多々ありました。
この貴重な経験を糧にインカレ本選に向けて練習に取り組んで
いく所存です。

関東フリート

お世話になっております。四回生470スキッパーで470リーダーの
小澤諒真です。5/27から二日間実施されました関東フリートにつ
いてご報告致します。初日はオンデッキからセミトラッピーズ、
二日目はオーバーパワーの非常に安定したコンディションでの実
施となりました。例年通り関東水域のレベルは非常に高く、京都
大学が全国区でどの程度通用するかを確認するのに十分な条件が
揃っていました。初日は艇速によるディスアドバンテージが少な
く、昨年度よりもよい結果が残せた一方で、二日目は高い波での
帆走に苦戦する船が多く、またトラブルによって出場できない船
もみられました。今後はアルファベットへの意識をチームで再確
認し、激しいコンディションでの帆走を改善すべく遠征や外部か
らのコーチングを取り入れていく所存でございますので今後とも
変わらぬご支援のほどをよろしくお願い致します。



文章：原田真吾、鈴木優志、玉木翔大、倉田章史
編集：曽良美彩紀、大岡夏実
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琵琶湖SC 470級

お世話になっております。二回生470クルーの原田真吾です。6/3-4に
行われました琵琶湖セーリングチャンピオンシップについて報告させ
ていただきます。今大会は今年の自分の目標である全日本470出場が
かかった大会でもあり、特別な思い入れを持って望んだレースでした
。1日目は20ktsを超える強風コンディションでのレースとなりました
が、ペアの体重を活かしてなんとか選考基準の暫定10位で4レースを
終える事ができました。2日目は苦手な軽風で少し順位を落としてし
まいましたが、結果としては12位でレースを終了し、上位陣に辞退者
がいた関係で運よく全日本選手権への切符を手にする事ができました
。9月に宮城にて行われる全日本選手権はハイレベルな選手が集う大
会でもあるため様々な事を学んで参りたいと思います。これからも応
援よろしくお願いします。

琵琶湖SC snipe級

お世話になっております。四回生スナイプスキッパーの鈴木優志で
す。6/3-4に行われた琵琶湖セーリングチャンピオンシップについて
報告させていただきます。
1日目は北からの吹き上がったコンディション、2日目は風が南から
北に回る軽風でレースが行われました。1日目強風下でのレースでト
ラブル艇が数艇発生し、自艇としても沈によりランチャーポールを
折ってしまいました。まずは日頃の整備しかり安全第一に帆走をす
る事が大事だと実感しました。
またスナイプは全日本スナイプの出場枠がかかった大会でもありま
したが、京大の中で枠を獲得した艇はいませんでした。個人として
もトップ層との壁を感じたレースとなりました。
この壁を越えられるよう夏の練習に精一杯励んで参ります。

近畿北陸学生ヨット夏季大会 snipe級

お世話になっております。二回生スナイプスキッパーの倉田章史
です。今回は、6月24日、25日に富山で行われたプレのレースにつ
いてご報告させていただきます。
1日目は、風が弱くて大きく振れがちでした。初めての海はしょっ
ぱく、沖に持っていったゼリー飲料が美味しく感じました。スキ
ッパーとして、スタート前に空きスペースを見つけて並び、フラ
イングしないようにスピードを調節するという攻防が楽しかった
です。
2日目は、安定した強風が吹きました。長いレグでのハイクアウト
によって自分の脚の筋肉の至らなさと、クルーと一緒にハイクア
ウトせざるを得ないスナイプという種別の楽しさを知ることがで
きました。この遠征で見つけた課題を一つ一つ潰して成長してま
いりたいと思います。お読みいただきありがとうございました。

近畿北陸学生ヨット夏季大会 470級

お世話になっております。二回生470クルーの玉木翔大です。今回
は、6月24日、25日に富山で行われたプレについてご報告させてい
ただきます。
1日目は、風が大きく振れたり、風がなくなったりと、悪いコンデ
ィションの中、1度だけ同回のスキッパーである岸本と11位という
高順位を記録出来ました。1上順位から落とさないレース展開が出
来たので自分たちの成長を感じることが出来たと思います。
2日目は、1日目とは違い安定した強風でのレースで、あまり良い
順位がとれなかったので、先輩方との実力の差を感じました。
この経験を糧にこれからも精進していきたいと思います。お読み
いただきありがとうございました。
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部員リレーインタビュー member relay interview

日々練習に励んでいる部員の生の声をお届けします。まずは、フレッシュな一回生のお二人です。
塩田まほら(1),後藤颯太(1)
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塩田 まほら

４７０ スキッパー

Q.これまでの部活
を振り返って

A.5月から７月の
期間、一回生はホ
ッパーに乗り基本
の動作を練習して
いました。はじめ
は沈してばかりで
したが、先輩方が
丁寧にアドバイス
してくださり少し
ずつ慣れていきま
した。特に座学で
学んだことを実際
に沖で再現するこ
とに苦労したのに
加え、ヨットは経
験やそれに基づく
感覚が重要である
ことを教わったこ
とで知識だけでな
く実践を意識しな
がら練習していこ
うと思いました。
練習後の同期との
情報共有の時間で
も多くの学びがあ
り、周りの熱量に
刺激をうける３か
月でした。

Q. 京大ヨット部の
好きなところ

A.京大ヨット部の
好きなところは部
内のあたたかい雰
囲気です。新歓の
ときヨットの試乗
の楽しさだけでな
く先輩方のアット
ホームな様子に惹
かれて入部を決め
ました。京大が強
い理由は先輩方の
努力、技術はもち
ろんのことプレッ
シャー下にある中
でレースメンバー
が普段通りのパフ
ォーマンスができ
るような周囲の雰
囲気づくりにもあ
ると七大戦を通し
て感じました。こ
のような京大のス
タンスを大切にし
ながら練習に真剣
に取り組んでいこ
うと思います。

Q.自分の強み

A.性格に関して部
活に生かせそうな
強みとしては、
思ったことをはっ
きり主張できる点
だと思います。中
高ともに体育会系
に所属していたの
ですがプレー中に
気になったこと、
また人間関係で揉
めた際に相手に非
があると考えるこ
とはすぐに伝えて
いました。気が強
いと言われること
もありますが変に
気を使うことにメ
リットを感じられ
ません。ヨットも
ペアとの呼吸を合
わせることが大切
だと思うので、お
互いを尊重しつつ
思うことを主張し
あって協力してい
けたらいいと思い
ます。

snipe スキッパー

後藤 颯太

Q.平日しているこ
と

A.平日は基本的に
家でだらだら
YouTubeを見たり
、友達とカラオケ
に行ったりしてい
ます。YouTubeは
音楽を聴くことが
多く、最近は好き
なアーティスト
Mrs.GREENAPPLEの
ニューアルバムの
「ANTENNA」をよ
く聴いています。
また、水曜日の午
後に友達と課題を
一緒にやって、そ
のままカラオケで
歌うことが多いで
す。歌うのは好き
なので、すごくス
トレス発散になっ
て楽しいです。ヨ
ット部のみんなと
行ったときも盛り
上がって楽しかっ
たので、またみん
なで行ってみたい
です。

Q.京大ヨット部の
好きなところ

A.京大ヨット部の
好きなところはや
はり雰囲気です。
同期はもちろん、
先輩達は面白い人
や優しい人ばかり
で、話したり活動
したりしててとて
も楽しいです。京
大ヨット部のおも
しろい雰囲気や楽
しい雰囲気は入部
を決めた大きな要
因のひとつで、練
習が本当に楽しい
ので毎週週末が待
ち遠しいです。一
回生ということも
あり、練習で会っ
て話すたびにその
人の新しい一面が
垣間見えたりして
おもしろいです。
京大ヨット部は本
当に色々な人が集
まっていてとても
楽しいところです。

Q．これまでの部
活を振り返って

A.一回生は、7月
までの間ホッパー
に乗ってヨットの
基本の動作を学び
ました。最初は本
当に何をしたらい
いかがわからなく
てたくさん沈しま
したが、先輩たち
による座学や、実
際に一緒に乗って
指導してくださっ
たおかげで少しず
つですができるこ
とが増えてきまし
た。座学で習った
ことを実践するの
は難しいですが、
できたときはヨッ
トのスピードが出
てとても楽しいで
す。クラス分けも
終わり、ついにダ
ブルハンドでの練
習が始まるので、
これまで習ったこ
とをもう一度復習
し、実践に活かし
たいと思います。

東京都立西高校ハンドボール部
出身。文学部。初対面であって
もすぐに仲良くなれてしまう高
いコミュ力を持つ塩田。七大戦
でもその力が大いに発揮され、
他大に多くの友達ができたそう。
ヨットに対する熱い心も秘めて
おり、今後の成長が期待される。

兵庫県長田高校卓球部出身。工
学部工業化学科。クールな外見
とは裏腹に、話しかけると100
で返してくれたり急に歌いだし
たりするごてぃー。レスキュー
に乗っているときも歌うのだと
か。中高の卓球部で鍛え上げら
れたスポーツ魂で、ヨットの上
達も間違いなし。

Q.平日しているこ
と

A.平日はアイドル
鑑賞をしたり高校
からの友達と自炊
をしたりしていま
す。アイドルはモ
ーニング娘。が好
きで生歌で激しい
ダンスをする彼女
たちを見ると明日
への活力がわきま
す。孤食が寂しい
ときに友達の家で
たわいない会話を
しながらご飯を食
べるのはとても幸
せです。後期はも
っとうまく履修登
録をし、平日にヨ
ットの自主練に行
けるようにして、
技術を磨いていき
たいと考えていま
す。

Q.今後の目標

A.これからの目標
は、ダブルハンド
の練習に慣れるこ
とです。一回生は
ホッパー期間を終
えて、ダブルハン
ドの練習が始まり
ます。ホッパー練
でヨットの基礎の
部分は学べたと思
っていますが、こ
れからはダブルハ
ンドの練習になる
ので、ホッパーと
は違った部分も出
てくると思います
。僕はスナイプス
キッパーに決まっ
たので、スナイプ
艇の艤装や解装、
スナイプスキッパ
ーの練習のメニュ
ーなど、ホッパー
練と違うところを
早く覚えて、技術
的なことに集中で
きるようにしたい
です。
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部員リレーインタビュー member relay interview

日々練習に励んでいる部員の生の声をお届けします。続いてはついに先輩になってしまった二回生の二人です。
溝脇大智(2),宮本航太朗(2)
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溝脇 大智

４７０ スキッパー

Q.これまでの部活
を振り返って

A.実はホッパー期
間中はヨットを楽
しいと感じられな
かったのですが、
470に乗り始めて
から一気に楽しく
なりました。ヨッ
トの知識が増える
ことや強風(今か
ら思えば順風)の
中を走れているこ
とが純粋にうれし
かったです。秋に
はレースで前を走
れた時の気持ちよ
さを知り、春はシ
ート加工にはまり
ました。また、新
歓を通してチーム
をまとめる経験を
積むことができ、
ヨット以外の面で
も大きく成長した
一年だったと思い
ます。

Q. 思い出のレース

A.フィニッシュ7位
という好成績をと
れた先月のプレ第
２レースです。ス
タート直後にフレ
ッシュをとりに右
に出したところ、
風が右に大きく振
れて１上は３位で
した。前回京大内1
位のフィニッシュ
順位を残したのは
昨年秋のプレプレ
で、先輩クルーに
手取り足取り教え
てもらいながら乗
っていました。今
回は同期の豊田君
との下級生ペアで
あったことと、初
めての富山の海で
のレースであった
こともあいまって
とてもうれしかっ
たです。

Q.尊敬する先輩

A.尊敬する先輩は
４回生の中根先輩
です。野球部出身
の中根さんは身の
こなしが軽やかで
、特に微風ロール
タックやロッキン
グで船を起こす動
作がきれいです。
涼しい顔でハイク
アウトしながら強
風クローズを爆走
したり、強風ラン
ニングでメインパ
ンプし続けたりす
る姿に憧れます。
夏合宿では１回生
教育の傍ら、中根
さんのようなきれ
いな動作のできる
470スキッパーを目
指して練習に励み
ます。

snipe スキッパー

宮本 航太朗

Q.平日しているこ
と

A.最近はサウナに
ハマっています。
僕は奈良に住んで
いるので、夜に京
都でバイトがある
時は友人の家に泊
めてもらっている
のですが、バイト
後にその友人と銭
湯に行ってサウナ
で整うのがバイト
がある時のルーテ
ィンとなっていま
す。サウナが健康
に良いのかは知り
ませんが、サウナ
後の水風呂が気持
ち良すぎるのでサ
ウナが健康に悪い
としても僕はサウ
ナに入り続けると
思います。ただサ
ウナに入った後は
友人も僕もテンシ
ョンが上がってし
まって、そのまま
徹夜でカラオケに
突入してしまうこ
ともあったのでそ
れは気を付けたい
と思います。

Q.京大ヨット部の
好きなところ

A.僕の京大ヨット
部の好きなところ
は、雰囲気です。
僕が入部する決め
手になったのも雰
囲気でした。チー
ム全体がまとまっ
ていて結果もしっ
かり出しつつ、殺
伐としておらず居
心地が良いところ
が好きです。代が
替わるごとに雰囲
気も少し変わりま
すが、良いところ
はずっと受け継が
れているように感
じます。京大ヨッ
ト部の強さの一つ
の要因はこの雰囲
気の良さだと思っ
ているので、これ
からも受け継いで
いけるようにした
いです。

Q．これまでの部
活を振り返って

A.僕がヨット部に
入って一年半が過
ぎようとしている
ことに驚きを隠せ
ません。ダブルハ
ンドに乗り始めて
からはちょうど一
年ほどですが、練
習を重ねるごとに
先輩の凄さと遠さ
を実感します。正
直に述べさせてい
ただくと、ヨット
部の今までの時間
はあっという間に
過ぎてしまったの
で、あと2年で今
の先輩のようにな
れるか不安です。
ですが、先輩達も
地道に努力して今
の技術があると思
うので、焦らずに
自分のできること
を全力でやってい
きたいなと思いま
す。

大阪府高槻高校電気物理研究
部出身。工学部工業化学科。
無線が大好きで自作のアンテ
ナで南極と交信してしまうよ
うな変態溝脇。しかしその有
能ぶりやヨット技術から仲間
からの信頼は厚い。

奈良県東大寺学園高校ロケット
同好会出身。工学部電気電子工
学科。人より沢山仕事をしてい
るのに皆から軽鎮と呼ばれる不
憫キャラみやこう。陸では不憫
な彼だが、ひとたび沖に出ると、
どんな風もそつなく乗りこなす
オラオラ系セーラーに変身する。

Q.ペアについて

A.下級生は乗り変
わりが多く固定ペ
アではありません
が、今回は同期の
森田君を紹介しよ
うと思います。彼
は90期の中でもム
キムキの470クル
ーで、テスト期間
中であってもサボ
らずジムに通うほ
ど熱心です。その
ため、彼と乗る強
風クローズはとて
も走りやすいです
。学科が同じこと
もあり、一緒に授
業を受けたり自主
練に行ったりと、
切磋琢磨しあう存
在です。また、彼
は学連委員長候補
として学連でも精
力的に活動してい
ます。

Q.尊敬する先輩

A.尊敬する先輩は
山﨑さんです。僕
が一回生の時下級
生教育の期間に、
山﨑さんと乗せて
もらう機会が多か
ったです。僕が精
神的にしんどい時
にたくさん褒めて
下さって、もう少
し頑張ってみよう
と思えたことを覚
えています。こん
なに良い先輩達が
僕たち一回生のた
めに僕らに合わせ
た練習をしてくれ
ているんだから早
く上手くならない
といけないなと感
じ、より一層練習
のモチベーション
にもなりました。
僕も今年は一回生
を教育する立場と
なるので、山﨑さ
んのように後輩を
支えられる先輩に
なりたいと思いま
す。



‐6‐

部員リレーインタビュー member relay interview

日々練習に励んでいる部員の生の声をお届けします。最後は我らのご意見番。上回生の二人です。
十枝航太(4),峰岡拓真(3)

031

十枝 航太

４７０ スキッパー

Q.ペアについて

A.私はペアをリー
ドできるような技
術力を持ったスキ
ッパーではないの
で、ペアと互いに
助け合いながら、
なんなら時にリー
ドされながら走っ
てきました。上手
いクルーと組んだ
時に技術的なブレ
イクスルーが起き
たことも一度や二
度ではありません
。また、メンタル
的な部分でも、パ
ッション溢れるク
ルーに引っ張って
もらったことがあ
り、自分にとって
それは大きなこと
でした。ここまで
やってこれたのも
今まで乗ってくれ
たクルーの人たち
のお陰です。これ
からも目標目指し
て共に高め合おう
と強く思っていま
す。

Q. 京大ヨット部の
好きなところ

A.やはり個性に溢
れる人たちが多い
ということが挙げ
られます。何かし
ら他人より秀でた
ところを持ってい
て尊敬できるなっ
ていう人が回生関
わらず多くいます
し、全員が全員そ
の個性でもって、
面白いネタが満載
の事件というか出
来事を頻発させる
ので退屈すること
がありません。そ
ういう感じで様々
な人が集まっての
びのびと活動して
いるというのは、
京大ヨット部の懐
の深さがなせる業
ですごく良いとこ
ろだと思っていま
す。

Q.尊敬する先輩

A.私の尊敬する先
輩 は 、一個上の古
澤章太郎さんです
。章太郎さんのレ
ースで結果を出し
たり、練習で皆を
引っ張っていった
りする姿はすごく
憧れでした。また
、昨年の470リーダ
ーとしてのレース
メンバー以外にも
気を回していただ
いた裁量にはとて
も感謝しています
。そして何よりも
章太郎さんは顔が
良いです。顔が良
くてヨットも上手
いとあれば、尊敬
、憧憬の念を向け
ざるをえないです
ね。顔はともかく
、ヨットの技術的
なところでは章太
郎さんに近づける
よう努力していく
所存です。

snipe スキッパー

峰岡 拓真

Q.京大ヨット部の
好きなところ

A.私は高校でも 福
岡県の修猷館高校
という高校でヨッ
ト部に所属してい
ました。そこで京
大ヨット部が強豪
であることを知り、
強豪であるという
からには、先輩に
とても厳しくしご
かれたり、練習も
とても厳しく殺伐
とした雰囲気で
行っていたりして
いるのかと想像し
ながら入部をしま
したが、蓋を開け
てみるとなんとま
あ優しい先輩の数
々。そんな部員全
員を思いやる雰囲
気が大好きです。

Q.ペアについて

A.現在は1つ下の
後輩の高槻とペア
を組ませて頂いて
おります。ペアを
組み始めた最初の
頃は、 “下級生！
これから頑張りま
す！”のような感
じで、まだまだ上
回生とは技術や経
験などの差が沢山
ある感じだったの
ですが、日々メキ
メキ上達していき
、ヒールトリムな
んかは上回生に勝
るとも劣らないレ
ベルになりました
。そんな(物理的
にも)大きくなっ
た背中に、事ある
ごとに勇気づけら
れています。何よ
り面白くてめっち
ゃいいやつ。

Q.思い出のレース

A.私の思い出のレ
ースは、去年のイ
ンカレ前の同志社
とのコース練習で
す。本来のペアの
優希さんが女子イ
ンカレに出ていた
ため、クルーは1
つ上の先輩の堀内
さん。その日は東
風強風フレフレ。
僕らはど下有利の
中上ピン即タック
右く。爆振れを掴
んで一上1位。そ
の後フィニッシュ
までキープしたの
ですが、一下なん
かもうドッキドキ
。たかがコース練
なのにフィニッシ
ュでガッツポーズ
してしまいました
。あぁ恥ずかし。
当時の2-3回生ペ
アでも十分戦える
ことが分かり自信
がついたレースで
した。

香川県高松高校ヨット部出身。
理学部。入学時に時空が歪んで
しまった十枝さんは我らが長老
として先輩後輩問わず皆から愛
のあるいじりをほしいままにし
ている。しかし一度強風になる
と、若々しいハイクアウトで他
艇をゴリゴリ蹴散らしていくそ
の姿には、ギャップを感じざる
を得ない。

福岡県修猷館高校ヨット部出身。
工学部物理工学科。ヨットのこ
と何でも知っていて、何を聞い
てもなんでも答えてくれるので
後輩にありがたがられている。
またヨット愛がバグっているこ
とも有名で、テスト期間にヨッ
トゲームにはまって世界一位に
なり、日本代表選手から大会へ
の出場を勧められたという経歴
を持つ。

Q.今後の目標

A.私の課題の一つ
は波のある海面の
克服です。クロー
ズにおいて、平水
面であれば艇速に
は多少自信がある
のですが、大きな
波が出てくると自
分の出せる最大速
度が出せていない
ように感じ、波に
対して苦手意識を
もっています。私
は比較的体重の重
いスキッパーで、
それが活きるのは
強風なのですが、
強風になると苦手
な波のある海面に
なるというジレン
マを抱えています
。これを克服し、
少なくとも強風要
員としてチームか
ら信頼され、団体
戦のレースを任せ
てもらえるように
なることが団体戦
予選・本戦までの
大きな目標です。

Q.今後の目標

A.私のヨット部生
活は大学からヨッ
トを始めた同期の
教育からスタート
したのですが、そ
の頃は右も左も(ス
ターボードもポー
トも)わからなかっ
たみどりもなつき
もみねのもりょう
やも(まさしもくら
またもやまさよも
ばしも)みんなめち
ゃくちゃ上手くな
って今ではみんな
レースメンバー候
補。りさはもちろ
んね。
私の目標は、この
今では上回生と
なった同期たちと
頼もしくなった後
輩たちと来年のイ
ンカレで総合優勝
することです。
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七大戦監督所感

監督の田中です。七大戦の引率に行きましたのでご報告致します 。
七大戦は旧帝大の親睦を深めつつ、インカレまでのレベルアップ
を図る定期戦です。昨年優勝した京大は2連覇が懸かります。こ
れまで挑戦者の立場が多かった京大ですが、ディフェンディング
チャンピオンの立場は私の知る限りでは初めての今回。選手は普
段にない緊張に包まれていたように思います。
しかし沖サポートは休むことなく海面の情報を提供し、陸サポー
トは手続き関係を行い、考えうる最大のパフォーマンスで選手を
サポートしました。選手の緊張感は次第に和らぎ、まるでホーム
のような普段通りの走りを見せ、無事に総合連覇を勝ち取りまし
た。
来たるインカレや次の七大戦では更に大きな重圧が選手にかかり
ます。しかし今回のように手厚いサポートが選手を支え、チーム
全体で勝つスタイルが京大の定石となりつつあります。
このプレースタイルを継続できるよう、セーリングの技術力のみ
ならずチーム力にも磨きをかけてまいります。引き続きご声援賜
りますと幸いです。

七大戦陸サポート

お世話になっております。三回生の峰野晴です。七大戦での陸サ
ポートについて報告させていただきます。今回の陸サポートメン
バーは1、2回生が中心の構成ながらも全員が一つ以上の役割を担っ
ており、下級生たちの頼もしさを感じる場面が何度もありました。
出着艇前後のサポート、各種手続きや得点計算など、どれも重要な
仕事ばかりでしたが、ペナルティによる加点のないまま、全員が仕
事を全うすることができました。
レースメンバーが優勝旗を掲げて帰ってくるのを迎えられたのは何
よりの喜びでした。興奮の中、団体戦は部員全員の戦いだという言
葉を噛みしめました。この学びをインカレでも活かせるよう、今後
もチーム一丸となって戦って参ります。

七大戦 クラス分け

お世話になっております。一回生の谷口愛実です。
七大戦において行われた一回生のクラス分けについて報告させて
いただきます。
クラス分けにあたって、470とスナイプ、そしてクルーとスキッ
パーのどちらになりたいかの希望を夜の公園で二日間話し合いま
した。それぞれの希望が予想通りであったり、意外であったりし
て面白かったです。念願の二人乗りヨットへの移行なので精一杯
楽しみたいと思います。

七大戦沖サポート

お世話になっております。四回生マネージャーの畑中翔です。七
代戦での沖サポートについて書かせて頂きます。今回は1艇のレ
スキューに両クラスの交代要員が相乗りするという体制でサポー
トをしました。プレイヤーが積極的に風を測って傾向を分析し、
レースメンバーに情報を伝えているのが印象的でした。実際にそ
の傾向を駆使し、前を走る場面が何度も見られました。久しぶり
の団体戦でしたが、クラスの垣根を越えてチーム全体で勝つため
にそれぞれが行動し、総合優勝できたことは今後の団体戦に向け
て良いイメージができたと思います。インカレ予選、インカレで
も総合3位に導くサポートができるように尽力します。



京都大学体育会ヨット部
滋賀県大津市鏡が浜番外地
京大ヨット部艇庫

[tel] 077-525-0312
[hp] https://www.kuyc-
home.com/
[mail] kuyc.2013＠gmail.com

https://twitter.com/kuyc_

https://www.facebook.com/ky
otosailing/?fref=ts

https://www.instagram.com/k
uyc_food/?hl=ja
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こんにちは。四回生マネージャーの豊永菜緒です。
私の思い出のレスキューは、インカレの最終日です。部旗を掲げ、
ハーバーに帰るヨットを曳航した時には一年間の全てが報われた
気持ちで涙が止まりませんでした。
数えきれないほどの思い出のレスキューがあります。選手の喜び、
雄叫び、悔し涙、居眠り、死にかけ、笑い声など色々な感情と想
いを乗せて運転して来ました。残り3ヶ月となりましたが残りも
全力でサポートしていきます！

思い出のレスキュー

お世話になっております。二回生マネージャーの吉塚千尋です。
私の思い出のレスキューは、6月に富山の新湊マリーナで行われ
たプレと個人戦予選です。このレースは私にとって初めての海で
の出艇で、期待と不安でいっぱいでした。海は琵琶湖とは違い、
波が大きく岸からも遠いため、運転するのに非常に苦労しました。
慣れない環境でのレスキューは難しく、たくさんの反省と学び

があるレースでした。この経験をこれからに繋げていきたいと思
います。

思い出のレスキュー

お世話になっております。2回生マネージャーの上野
莉子です。今回は思い出のマネ飯について書かせて
頂きます。
それは、春合宿最終日だからと言って張り切って
作った「煮込みハンバーグ」です。実は、ハンバー
グを焼いて、別で作ったソースをかけたので煮込ん
ではないというのはここだけの秘密です。部員から
マネ飯が部活を頑張るモチベーションの1つになって
いると聞きました。これからもお腹いっぱい幸せ
いっぱいになる美味しいマネ飯作りに努めます！

思い出のマネ飯

お世話になっております。2回生マネージャーの髙橋香
琳です。今回は、思い出のマネ飯について書かせていた
だきます。
私が思い出に残っているマネ飯は、「夏野菜カレー」で
す。このマネ飯は、夏と言えば！の夏野菜を全て詰め込
み素揚げにして、カレーのルーは大きなトマト缶を2個
使用してトマトカレーに仕上げました。盛り付けにもこ
だわり、マネ飯はオシャレになる日もあります。色んな
マネ飯を作って、これからも部員にマネ飯を楽しんでも
らえるように尽力します！

思い出のマネ飯

素揚げにして
いただいたこ
とで、食感の
楽しみも増え
てうれしかっ
た記憶があり
ます。

90代某プレイ
ヤー

なぜか母の味
がして十代に
してこの味を
出せるのかと
驚いた記憶が
あります。

88代某プレイ
ヤー

他にも公式のインスタグラムのアカウント
とは別に、今まで作ってきた紹介しきれな
いほどのたくさんのおいしいマネ飯を発信
しているインスタのアカウントがあるので、
是非そちらもご覧ください！
右のQRコードを読んでいただくか、

https://instagram.com/kuyc_food?igshid=Mz
RlODBiNWFlZA==
こちらのリンクから飛んでいただけると閲
覧可能です。

https://twitter.com/kuyc_
https://www.facebook.com/kyotosailing/?fref=ts
https://www.facebook.com/kyotosailing/?fref=ts
https://www.instagram.com/kuyc_food/?hl=ja
https://www.instagram.com/kuyc_food/?hl=ja
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